
レンバチニブの保険認可適用後～2022年12月31日

　実臨床における大多数例での使用経験はまだ存在しておらず、そのデータを明らかとします。また、治
療のデータではわからなかった、治療効果が期待できる方、逆に副作用が強く発現して治療の継続が困難
となることが予想される患者さんをあらかじめ予想できるように臨床像を解析して治療効果を高めるため
のデータを集積することを目的とします。

情報：患者識別コード、年齢、性別、肝機能、血小板、身体所見、Child-Pugh分類評価項目、腫瘍マー
カー等、腫瘍径、腫瘍個数、脈管浸潤・肝外転移の有無、治療効果判定画像情報（CT、MRI）、最終観察
日、予後情報

パスワードを設定したデータを電子媒体で送付する。

４．研究の概要

５．研究実施予定期間

６．研究に用いる試料・情報の種類

７．外部への試料・情報の提供

総合病院国保旭中央病院で診療を受けられる患者さんへ 2018032008

肝細胞癌に対するレンバニチブ治療効果の検討

レンバチニブの保険認可適用後～2021年12月31日

肝細胞癌に対してレンバチニブ治療を受けられた患者さん

３．研究の対象期間

２．研究の対象患者

１．研究課題名

総合病院国保旭中央病院では、以下の研究を実施しております。

研究の対象になる可能性がある患者さんで、診療情報が研究目的で利用されることを望まれない方は、

下記のお問い合わせ先にご連絡下さい。



　　　　　　　・研究責任者：

　　　　　　電話：0479-63-8111㈹

（研究代表者）

消化器内科　糸林　詠

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。
ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保証に支障がない範囲内で、研究計画書及び
関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承
いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出下さい。その場合でも患者さん
に不利益が生じることはありません。

８．研究組織

９．お問い合わせ先

（連絡先）　地方独立行政法人　総合病院国保旭中央病院

　　　　　　　・臨床研究支援センター

愛媛県立中央病院　消化器内科　部長　平岡　淳

愛媛県立中央病院　消化器内科　平岡淳
大垣市民病院　消化器内科　熊田卓
愛媛大学医学部　消化器内科　広岡昌史
手稲渓仁会病院　消化器内科　辻邦彦
岡山市民病院　消化器内科　狩山和也
済生会新潟第二病院　消化器内科　石川達
総合病院国保旭中央病院　消化器内科　糸林詠
富山大学医学部　消化器内科　田尻和人
小牧市民病院　消化器内科　舘佳彦
おおたかの森病院　消化器内科　島田紀明
香川県立中央病院　消化器内科　高口浩一


